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歯原性石灰化上皮腫様の上皮の増殖をみた

複雑性歯牙腫の一例
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　抄録：女児の上顎右側中切歯部に生じた複雑性歯牙腫の一部に歯原性石灰化上皮腫と同様の組織所見

を呈する上皮の増殖巣を認めた一例を報告した。この様な上皮の増殖巣は内エナメル上皮あるいはエナ

メル髄に由来したと考えられた。歯牙腫にみられる上皮成分の病理組織学的検索は種々の歯原性上皮性

腫瘍の組織由来を考えるうえで，有益と思われた。
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緒 言

　歯原性の混合腫瘍である歯牙腫は，かつては

その硬組織の形成の程度によって軟性歯牙腫と

硬性歯牙腫とにわけて扱われた時期があった％

しかし，その後の詳細な病理組織学的検討によっ

て，軟性歯牙腫とよばれたものは歯牙エナメル

上皮腫とエナメル上皮線維歯牙腫とに分類され

た2）。一方，硬性歯牙腫とよばれていたものは

歯牙腫に分類され，さらにその組織構築によっ

て複雑性歯牙腫と集合性歯牙腫とにわけて扱う

ようになった2）。したがって，歯牙腫に関する

病理学的検索は形成された硬組織に主眼がおか

れ，上皮や間葉性組織についての記載は乏しい。

筆者らは，従来より種々の歯原性腫瘍に関する

基礎的ならびに臨床病理学的検討を進めており，

今回は，複雑性歯牙腫の一例に歯原性石灰化上

皮腫様の上皮の著明な増殖巣をみいだしたので，

その組織所見を報告する。

症 例

　症例は10歳の女児で，上顎右側中切歯の萌出

遅延を主訴として来院。X線検査によって，上

顎右側中切歯の歯根に接し，歯槽骨中に直径約

1cmで，境界明瞭，不定形の骨様不透過巣が認

められた。歯牙腫の臨床診断のもとに，局所麻

酔下で摘出手術がなされた。摘出物は線維性被

膜に囲まれた硬組織塊であった。

　摘出物は組織学的に，不規則な配列をなすエ

ナメル質と象牙質の増生からなり，これらの配

列形態から複雑性歯牙腫と診断された（Fig．1）。

硬組織間には歯原性上皮を含む軟組織が介在し
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Fig．1　Whole　view　the　complex　odontoma
　　　surrounded　by　a　thin　fibrous　capsule．

　　　×7，

ている部分もあり，これら軟組織内の歯原性卜

皮はところによって種々の程度の増殖像を呈し

ていた。この増殖像を呈する、上皮は歯原性イi灰

化ヒ皮腫に類する組織所見を示していた，，すな

わち，上皮巣は敷石状に配列し，比較的均一な

大きさの多角形の細胞からなり，個々の上皮細

胞は卵円形で，染色質に富んだ核を有していた

（Fig．2a）。また，ところどころで細胞間橋が明

瞭にみられた。上皮巣内には同心円状構造（い

わゆるLiesegang環）を呈する種々の大きさの

石灰化物が孤在性あるいは集籏性に認められた

（Fig．2b）。．上皮巣とエナメル質の接する部分

では，円柱状のエナメルーヒ皮と敷石状の配列を

呈する上皮とが連続している所見もみられた
（Fig．2c）。

考 察

　歯原性石灰化．ヒ皮腫は歯原性腫瘍のなかでは

比較的まれなものであるが，その約半数は未萌

出歯あるいは埋状歯と関連して生じている1．。
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したがって，本腫瘍は埋状歯周囲の退化エナメ

ルヒ皮に川来するものと考えられるが，既存の

含歯性嚢胞の1波から生ずる・∫能性も述べられ

ている』い，歯原性石灰化ヒ皮腫の特徴的な組

織所見は，円形の核を有する多角形の｝：皮細胞

が敷石状に配列して腫瘍胞巣を形成し，その中

に同心円状の層状構造をIllする石灰化物，ある

いは好酸性の球状物を種々の程度にみることで

あるZ，今回報告した複雑性歯牙腫に随伴して

みられた歯原性」二皮の増殖巣は，上記の歯原性

石灰化ヒ皮腫と同様の組織所見を呈していた、、

さらに，歯原性卜皮の増殖巣はエナメル質に接

するエナメル上皮と移行している所見もみられ

た，，これらの所見を早するヒ皮増殖巣は，内エ

ナメルヒ皮またはエナメル髄に由来したものと

考えられる、また，この様な所見は，歯原性石

灰化ヒ皮腫の組織由来を内エナメル上皮あるい

はエナメル髄に求めることを間接的に支持する

ものである。

　今後さらに歯牙腫にみられる上皮成分を詳細

に観察することによって種々の歯原性・上皮性腫

瘍の組織由来を示唆する所見が得られるものと

考える、、

ま　　と　　め

　複雑性歯牙腫に随伴して，歯原性石灰化上皮

腫と同様の組織所見を呈する上皮の増殖巣を認

めた一例を報告した，この様なヒ皮の増殖巣は

内エナメル上皮あるいはエナメル髄に由来した

と考えられた。歯牙腫にみられる上皮成分の病

理組織学的検索は，種々の歯原性上皮性腫瘍の

組織由来を考えるうえで有益と思われた．

　Abstract：Acase（10　years　girl）of　complex　odontoma　with　epithelial　hyperplasia

showing　a　histological　feature　like　tho　calcifying　epithelial　odontogenie　tulnor（CEOT）

was　reported．　Hyperplastlc　epithelial　nests　resembling　parenchyma　of　CEOT　were　found

in　the　lesion，　Le・・　hyperplastic　epithelial　nests　were　con〕Posed　of　Polyhedral　cells

arranged　in　sheets　and　strands，　and　round　calcific　bodies　with　Liesegang　ring－structure

were　scattered　within　the　nests．　Direct　continuity　between　the　hyperplastic　epithelial

nests　with　a　histological　feature　of　CEOT　and　an　ameloblastic　cell　layer　in　close　conatact

with　the　enamel　was　noted．　It　was　thought　that　the　present　hyperplaslic　epithelial　neste

originated　from　the　inner　ameloblastic　cell　layer　orstratum　intermedium，
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Fig2a－c　Hyperplastic　epithelial　nest　found

　　in　complex　odontoma，　consited　of
　　polyhdeal　cells　arranges　in　sheet（a）．

　　Scattered　various．sized　numerous
　　calcific　bodies　with　Liesegang　ring－
　　stracture　in　the　hyperplastic　epithelial

　　nest（b），　Direct　continuity　between

　　hyperplastic　epithelium　and　amelo－
　　blastic　cell　layer（c）．×400．
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